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１．会社概要

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.
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P&Iイノベーション

（1）創業150周年 
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➢ 創業 1876年（明治9年）10月9日

➢ 資本金 1,144億64百万円

➢ 売上高（連結） 1兆5,125億71百万円（2026年3月期）

➢ 従業員数（連結） 36,360名（2026年3月期）

➢ 拠点数（連結）

営業拠点：国内33／海外26

生産拠点：国内61／海外20（2026年3月現在）

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（2）概  要
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スマートコミュニケーション部門

7,503億円

ライフ＆ヘルスケア部門

5,123億円

エレクトロニクス部門

2,518 億円

売上高

1兆
5,125億円
（2026年 3 月期）

注：セグメント間で重複する売上があるため、
各セグメントの売上の合計と全社の売上

   とは一致しません。
Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（3）セグメント別売上比率
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（4）企業理念、事業ビジョン、行動指針、ブランドステートメント

ブランドステートメント

未来のあたりまえをつくる。

DNPグループは、人と社会をつなぎ、
新しい価値を提供する。
私たちは、自らの様々な強みと、
外部のアイディアを組み合わせて
新しい価値を創造する。
私たちは、 話し合い、協働する。
私たちがつくるのは、
未来の「あたりまえ」の価値である。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

DNPグループビジョン
DNPグループの経営の基本方針。

「企業理念」を中心に、
「事業ビジョン」と「行動指針」で構成。

（2015年10月発表）

P＆I イノベーションとは
 

 技術力に加え、営業力や企画力など、「DNPの強み」全般を代表する言葉を「P＆I (Printing ＆ Information)」として、それらDNP の様々な強みと、

外部の資源やアイデアなどを組み合わせて生み出す斬新なコンセプトや製品・サービスで、今までにない新しい価値を創造すること
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（5）DNPの基盤技術

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

P＆I イノベーション
 

 技術力に加え、営業力や企画力など、「DNPの強み」全般を代表する言葉を「P＆I (Printing：印刷＆ Information：情報)」として、それらDNP の様々な強み
と、、価値創出のスピードを上げていくため、社外の多様なパートナーとの連携も強化して生み出す斬新な
コンセプトや製品・サービスで、今までにない新しい価値を創造していきます。
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（6）印刷プロセスから見るDNPの基盤技術

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

5. 製本・
加工を行う

綴じる・断裁するなど し

て形を整える

4.印刷する3. 製版・
刷版をつくる

印刷のための

ハンコをつくる

2. 情報を処
理する

印刷のための

原稿を整える

1.企画する

何を印刷するのか

アウトプットを 企

画・設計する

印刷機にかけ、
刷る

後加工技術精密塗工技術微細加工技術情報処理技術企画・設計技術

対話と協働

行動指針

対話と協働

行動指針

デジタルフォント

電子書籍

VR（仮想現実）

ICカード

半導体用回路原版
（フォトマスク）

タッチパネルセンサー

偽造防止技術

昇華型熱転写記録材

反射防止フィルム

透明蒸着フィルム

住宅用内装材

植物由来包材

リチウムイオン電池用
バッテリーパウチ

印刷物の絵柄検査装置

書 籍

リードフレーム

■多様なアイデア
＆ノウハウに
よる企画・設計

■情報セキュリティ
■画像処理認識
■データ分析
■メディア変換など

■フォトリソグラフィー
■賦型、ナノインプリント
■光学設計
■回路実装など

■コーティング、蒸着
■色材、感材、合成
■EBーUV硬化など

■評価解析
■ラミネート、成形
■機械、検査
■無菌充填など

印刷の
基本工程

保有技術

製品・
サービス
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Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（7）印刷技術の応用・発展による事業展開
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（8）印刷技術の応用・発展による事業展開

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.
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DNPは独自の「P&I」（印刷と情報）の強みを掛け合わせ、
多くのパートナーとの連携を通じて社会課題を解決に取り組み、新しい価値を創出してきました。

印刷プロセスに立脚した高度な技術を核に、

世界トップシェアの製品を含む幅広い製品・サービスを展開しています。

2026年10月に創業150周年を迎えるDNPは、
この節目を機に、「より良い未来」をつくり続けるためのさらなる挑戦を加速していきます。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（9）DNPについて
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リチウムイオン電池用 
バッテリーパウチ

半導体用回路原版
（フォトマスク）

ベイパーチャンバー

フレキシブルHCフィルム

透明アンテナフィルム

ディスプレイ用光学フィルム

・偏光板用機能性フィルム

・位相差フィルム など

熱を拡散

半導体チップを製造する材料

回折光学素子（DOE）

有機ELパネル

リードフレーム

センサー光源等

で使用

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（10）こんなところに使われるDNPの技術ー1
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次世代加飾パネル

サイドバイザー

曲面樹脂

グレージング

電気自動車向け

ワイヤレス充電用
シート型コイル

リチウムイオン

電池用バッテリー

パウチ

内装加飾フィルム

モビリティポート
(交通結節点を起点とした、人中心のまちづくり)

車載組込み

NFCモジュール
（デジタルキー）

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（11）こんなところに使われるDNPの技術ー2
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（12）トップシェアを誇る製品

世界

No.1

国内

No.1

有機ELディスプレイ製造用メタルマスク

リチウムイオン電池用

バッテリーパウチ

非接触 IC カード

（金融系 ICカードなども

 国内トップシェア）

ディスプレイ用
光学フィルム 写真プリント用昇華型熱転写記録材

※ディスプレイ表面用の反射防

止フィルムおよび防眩フィルム

において

※

住宅用内外装化粧材

(床･エクステリア用フィルム)

PETボトル用無菌充填システム

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.
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２．生物多様性保全の目的と取り組みについて

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.



17（出典：令和7年版 環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書）
Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（1）地球を取り巻く生物多様性の状況
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「昆明・モントリオール生物多様性枠組」の2030年グローバルターゲットのうち、（１）生物多様性への脅威を減らすの中に「30by30」目標があります。
また、「生物多様性国家戦略2023ー2030」においてもこの30by30目標を達成するために、国立公園などの保護地域の拡張と管理の質の向上だけでなく、
保護地域以外で生物多様性保全に資する地域（OECM：Other Effective area-based Conservation Measures）の設定・管理を通して達成していくことを

掲げています。

2030年までに

陸と海の30％
以上を保全

2030年ミッションとして、生物多様性の損失を止め、反転させる

「ネイチャーポジティブ」の実現

を

主要施策により

達成

（出典：環境省資料を抜粋、加工）

➢ 国立公園等の保護地域の拡張と
管理の質の向上

➢ 保護地域以外で生物多様性保全
に資する地域（OECM）の設
定・管理＝自然共生サイト認定

➢ 生物多様性の重要性や保全活動
の効果の「見える化」等
＝ 「見える化」マップ

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（2）世界の生物多様性の状況（生物多様性枠組条約・生物多様性国家戦略・30by30）
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地域における生物の多様性の増進のための活動の促進等に関する法律
（令和6年法律第18号、地域生物多様性増進法）とOECM

令和6年度（2024年度）
までは以下の仕組みで認定 令和7年度（2025年度）から

申請・認定含む認定制度は、

「地域における生物の多
様性の増進のための活
動の促進等に関する法
律（地域生物多様性増
進法）」2025年4月施行

民間と市町村の特性に応じ、「増進」
と「連携」の２つの計画認定制度。

法に基づき生物多様性を回復・創出
する活動として認定を受けた場合は、
認定後に おける回復・創出活動の継
続の結果、生物多様性の状態が豊か
になった 時点（生物多様性の価値基
準に合致する時点）でOECMとして
登録。 

環境省の認定制度 法律に基づく認定制度

（出典：環境省資料を抜粋、加工）
Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（3）国内の生物多様性の状況（自然共生サイト・地域生物多様性増進法）
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DNPグループは 人と社会をつなぎ、新しい価値を提供する。

未来のあたりまえをつくる。

持続可能な社会と心豊かな暮らしの実現をめざす

人が互いに
尊重し合う社会

経済成長と地球環境が
両立する社会

快適にコミュニケーションが
できる社会

安全・安心かつ健康に
心豊かに暮らせる社会

自ら変化を生み出し、変化に柔軟に対応
することで、環境・社会・経済の持続可能性
を高めていきます。

リアルとデジタルをつなぐことで、 
得られる体験価値の質を高めるとともに、
人々の活動の機会を拡げていきます。

相互に理解を深め、認め合うことで、 
誰もがいきいきと活躍できる場を
つくっていきます。

環境保全・環境負荷の低減に取り組む
ことで、ネイチャーポジティブなバリュー
チェーンを実現していきます。

ブランドステートメント

コーポレート・ガバナンス

人的資本の強化 知的資本の強化 環境への取り組み

サプライチェーンの強靭化、
情報セキュリティ、人権の尊重
コンプライアンスの徹底

リスクマネジメント

注力事業の拡大と
構造改革の推進

キャッシュ・アロケーション
戦略の強化

事業戦略 財務戦略 非財務戦略
マテリアリティ
実現に

向けた戦略

企業理念

サステナビリティ経営の考え方

DNPがめざす「より良い未来」

（4）DNP大日本印刷のサステナビリティ経営について
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（5）DNPグループ環境方針・DNPグループ生物多様性宣言

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.
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GHG

水

汚染物質

廃棄物

自然資本

水資源

森林資源

鉱物資源

化石資源

DNP

価値提供

環境配慮製品
・サービス

環境負荷の最小化

環境負荷
の最小化

社会

再資源化

リ
サ
イ
ク
ラ
ー

原材料の調達
紙/プラスチック/
金属
エネルギー/水等

プラスチック/
紙等

地域生態系との調和（事業所内の緑地づくりなど）

DNPグループ環境ビジョン2050

脱炭素、資源循環への取り組み
・GHG排出量削減
・資源の再利用/循環利用
・水使用量の削減

自然

DNPは、「自然共生社会」の実現をめざし、バリューチェーン全体での生物多様性への影響を最小化し、
地域生態系との調和を図る取り組みを進めています。2010年3月に策定した「DNPグループ生物多様性宣
言」に基づき、製品開発から廃棄に至るまでの事業活動における生物多様性との関わりを評価し、生物多様
性の重点テーマとして「原材料の調達」と「事業所内の緑地づくり」を選定しました。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

エレクトロ
ニクス
部門

ライフ＆
ヘルスケア

部門

スマート
コミュニケーション

部門

自然共生への取り組み自然共生サイト

（6）DNPと自然資本との関わりについて
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脱炭素社会

循環型社会

自然共生社会

主要課題

気候変動の緩和と適応

資源の効率的利用

生物多様性の保全

主要施策

価値の創出と経営基盤強化の両輪で、環境ビジョンに掲げる3つの社会の実現をめざす

中期経営計画

*1 スーパーエコプロダクツ：DNP独自の基準により特定した環境配慮に優れた製品・サービス
*2 資源循環率：紙の有価物等を除外した不要物のうち、マテリアルリサイクルまたはケミカルリサイクルされた割合
*3 水使用量：使用量の多い10拠点での水使用量原単位（2019年度比）

中期環境目標

2030年目標 2050年目標

2019年度比 GHG排出量
Scope1+2 46.2%削減
Scope3      27.5%削減

スーパーエコプロダクツ *1

総売上高比率 30％

水使用量*3 30%削減

自社事業活動による

GHG排出量実質ゼロ

脱炭素社会の構築

製品・サービスで貢献

バリューチェーン全体で

資源の効率的循環利用

バリューチェーン全体で

生物多様性への影響の
最小化、地域生態系との
調和

DNPがめざす社会

不要物全体に占める

資源循環率*2 70％達成

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

✓ 再生可能エネルギーの導入とサプ
ライチェーン全体での排出量削減

✓ 低炭素製品・サービス開発および
次世代エネルギー研究

✓ 資源循環（プラスチック・複合材
料）等の高度化

✓ 原材料・水資源管理の高度化と
生態系への負荷の最小化

✓ 原材料のトレーサビリティの確保
によるサプライチェーンの透明化

＋

原材料の調達
★印刷・加工用紙調達ガイドライン
適合率100％達成

★バイオマス材・リサイクル材の活用拡大
★サプライチェーンの透明化を推進

DNPグループ環境ビジョン2050

（7）DNPグループ環境ビジョン2050について
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自然関連課題がある地域の特定と対応 水使用量の削減 排水管理の徹底

法令・基準以上の水準で管理

4拠点 10拠点

TNFDの考え方を参考に、
リスク評価、対策強化を推進

出典：TNFD提言を参考に作成

（8）水使用量削減 水リスクへのマネジメント強化



⚫森林破壊ゼロに向けた調達
「DNPグループ印刷・加工用紙調達ガイドライン」策定

⚫持続可能な森林資源の利用
間伐材や認証紙の利用を推進

⚫トレーサビリティの確保
原材料の調達先を把握し、透明性を確保

25

原材料ごとに重点テーマを設定し、責任ある調達を推進

印刷・加工用紙
森林資源の保全

2030年度 ガイドライン適合調達比率100％

⚫バイオマス材の活用
バイオマス由来の原材料の利用拡大

⚫リサイクル材の活用
再生材の利用拡大を通じて
循環型社会の構築に貢献

フィルム・樹脂
資源循環の推進

バイオマス材・リサイクル材の活用拡大

⚫サプライチェーンの透明化
原材料の調達先を把握し、透明性を確保

⚫人権・環境リスクの低減
原材料の低炭素化や人権リスク評価を含め、
責任ある調達を推進

金属
責任あるサプライチェーン構築

サプライチェーンの透明化を推進

51% 16% 15% 5% 5% 8%

紙 樹脂 フィルム 金属インキその他
主要原材料の

投入量
（2024年度実績）

（9）原材料の調達
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全国の事業所内緑地づくりや事業所周辺の生物多様性保全活動を実施しています。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（10）生物多様性への影響の最小化、地域生態系との調和に向けた取り組み
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３．自然共生サイト事例紹介

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.



28（出典：環境省 生物多様性「見える化」マップ 認定場所表記について加工）
Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（1）自然共生サイトについて
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Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（2）市谷の杜 
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Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

歌川広重
『名所江戸百景』「市ヶ谷八幡」

古
地
形

植
生

歴
史

市谷地区の古地形・植生・歴史
市谷の杜 コンセプト
明るく親しみやすい落葉広葉樹を中心としながらも、
荘厳さと静けさが感じられる常緑樹が織り交ぜられた
多様性あふれる自然の森

（3）市谷の杜 ご紹介のポイント１  武蔵野台地の雑木林をイメージ
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エントランス広場の平坦な緑地
立地条件：スダジイ林、コナラ林
利用面 ：明るく視野が開けた印象が◎
⇒コナラ林を選択

斜面部
イロハモミジを多用し渓谷のような景観を創出

利用面：防風効果が必要
⇒起伏の高い部分はスダジイ林を選択

広域でケヤキ林を配置、多様な植物により色彩豊かに
歩道沿い
通常の緑地より少ない低木の密度

（4）市谷の杜 ご紹介のポイント2 立地条件と利用面の両方から植生を選定
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➢ 建築・ランドスケープが一体となり、CO2排出量削減や雨水の地下浸透促進などに向けて、
様々な環境親和型システムを設置

➢ 野鳥などの生物が生息・移動できる生態系を創出

（5）市谷の杜 ご紹介のポイント3 緑のインフラ
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（6）市谷の杜 ご紹介のポイント4 生態系ネットワークづくり
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：2015年創出エリア

：2022年創出エリア

：新宿区提供公園

※その他緑地部分は計画エリア

市谷加賀町ビル

市谷加賀町
第3ビル

市谷加賀町
第2ビル

市谷鷹匠町ビル

左内町ビル

（7）市谷の杜 ご紹介のポイント５ まだ、杜を創っています!!



35https://www.global.dnp/ja/sustainability/ichigaya-forest/
Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（8）市谷の杜 市谷の杜特設サイトへお越しください!!

https://www.global.dnp/ja/sustainability/ichigaya-forest/
https://www.global.dnp/ja/sustainability/ichigaya-forest/
https://www.global.dnp/ja/sustainability/ichigaya-forest/
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（9）守山の杜
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★大日本印刷 名古屋事業所が作成した「増進活動実施計画」
と「その対象区域」を創出タイプとして認定。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（10）守山の杜 ご紹介のポイント１「地域生物多様性増進法」のもと認定 
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価値４ 生態系サービス提供の場であって、
在来種を中心とした多様な動植物種
からなる健全な生態系が存する場。 

価値６ 希少な動植物種が生息生育している場
あるいは生息生育している可能性が高い場

名古屋市版レッドデータブック
準絶滅危惧種（NT）「ジャコウアゲハ」
が生息。生物調査で確認。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（11）守山の杜 ご紹介のポイント２ 「価値４」「価値６」のある杜 
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➢ 自然共生サイトの価値４に基づき、指標種であるジャコウアゲハを保護しています。
➢ 国土交通省庄内川河川事務所許可のもと、堤防南側法面に自生しているジャコウアゲハの植草であるウマノスズクサを

緑地内で数株栽培し、株分け後、緑地内フェンス際に配置することでジャコウアゲハのライフステージ環境を緑地内に

創出しました。

ウマノスズクサ

卵

幼虫

蛹

成虫
（羽化中）

（12）守山の杜 ご紹介のポイント３ 指標種：ジャコウアゲハのライフステージ環境を創出
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➢ 生物多様性に関する知見・経験とともに水辺の拡張を実施。

2012年 2016年 2021年

プラスチック池 第一の水辺の創出 第二の水辺の創出

✓ 水供給源は、全て雨水が基本。水位管理を行い補給水は、井水を供給。
✓ 自然な状態を維持するため、ろ過装置などの設置による水循環は無し。
✓ 水位・水温・PHをモニタリングマップに落とし込み管理実施。

（13）守山の杜 ご紹介のポイント４  水辺の創出
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➢ 行政（中部地方環境事務所、国土交通省庄内川河川事務所、なごや生物多様性センターなど）
や有識者（金城大学、名古屋工業大学）からの助言や社員・家族が取り組みに参加。 

行政、有識者からの助言
や生物の同定

水辺づくりに社員が参加 自然観察会に社員・家族が参加

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（14）守山の杜 ご紹介のポイント５  様々なステークホルダーで創る杜
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４．効果・外部評価について

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.
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（１）生物多様性保全活動に取り組む効果についてー１

➢ 昆明・モントリオール生物多様性枠組のビジョンである「自然と共生する世界」や生物多様性
国家戦略2023ｰ2030の目標である「ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現」に貢献している
ことの証明になります。

（出典：環境省資料から抜粋）
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➢ 環境（生物多様性の保全を含む）への取り組みを推進することで企業価値向上につながります。

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（１）生物多様性保全活動に取り組む効果についてー２

➢ 経営計画達成のための非財務戦略の一つとして位置づけて活動を推進しています。



2023年

2024年

2025年

45
Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（１）生物多様性保全活動に取り組む効果についてー3

➢ 社内エンゲージメントの向上。環境マインドの醸成につながります。
同時に取り組みの輪も広まって来ています。
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2025年4月

CFP包括算定制度更新認証
認証：サステナブル経営推進機構
対象：Lデザ、情コミ･情イノ、イメ―ジング、
生活空間･モビ 事業部
製品：軟包装、出版印刷、プリンターメディア、
化粧シートなど

2025年7月

CDP「リーダー
・ボード」選定
主催：CDP

2025年6月

EcoVadis Gold評価
主催：EcoVadis社

2025年6月

SBT 更新認定取得
認証：SBTi

2025年4月

地球環境大賞 特別賞
主催：産経新聞
市谷の杜

2026年2月

ESGファイナンス・
アワード

主催：環境省

2025年10月

水循環ACTIVE企業
認証

主催：内閣官房
庄内川ペーパーなど

2025年12月

CDP ダブルA
（気候変動・水）

主催：CDP

2026年3月

自然共生サイト認定
「守山の杜」

主催：環境省、農水省、国交省

Ⓒ2024 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

（２）生物多様性保全活動含む環境活動による外部評価について



「  未来のあたりまえをつくる。」はDNP大日本印刷の登録商標です。
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